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重大な気候事象



https://www.nass.usda.gov/Charts_and_Maps/Crops_County/index.php#sb

大豆 2022年
選択した州における地域別収穫面積（エーカー）
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https://www.cpc.ncep.noaa.gov/products/Soilmst_Monitoring/US/US_Soil-Moisture-Monthly.php

計算された土壌水分異常(mm)
2023年8月



作物の生育状況と状態：アメリカの大豆、2023年

作物の生育状況と状態：ミネソタ州の大豆、2023年



アメリカ大豆作物の品質：2023年



過去のタンパクと油の変化



10年平均のタンパク (2013-2022)



10年平均の油 (2013-2022)



10年平均の合計、タンパク+油 (2013-2022)



2023年の調査結果



2023年の調査方法
• 8月、州別大豆生産に基づき、3886軒の大豆生産者に

郵送されました。

• 2023年11月2日までに、
1,169個のサンプルが
分析のため
返送されました。
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USDA(米国農務省)のNASS穀物生産報告(2023年10月)が推定する州別生産推定に基づいて
加重されたアメリカ平均値



2023年 タンパク



2023年 油



2023年 合計、タンパク+油 (%)



タンパク(%) の差 2023年と10 年平均



油 (%) の差
2023年と10 年平均



合計、タンパク、油(%)の差
2023年と10 年平均



2023年 水分の流入



物理的特性



2023年 種子重量



2023年 試験重量



2023年 試験重量



2023年 異物の割合(%FM)



より良い品質尺度：アミノ酸



• 大豆は複雑で変化する産物／商品です。

• 伝統的な等級システムは実際の価値と十分な相関性が
ありません。

• 大豆と大豆粕は主に、タンパクの間接的尺度である「粗タ
ンパク」に基づいて評価されてきました。

• 粗タンパクは、大豆（または大豆粕）の価値のもっとも良い
尺度ではないかもしれません。

• 隠れた価値を見つけた最初の購買者が追加の利益を
得るでしょう。

大豆の価値のより良い尺度



窒素 タンパク アミノ酸
必須

アミノ酸

利用可能
な必須
アミノ酸

CP (N)は、品質の間接的尺度です。

私たちが
測定するもの

動物が必要
とするもの



2023年 リジン(18 AA’sの%)



2023年 必須アミノ酸(リジン、メチオニ
ン,システイン、トレオニン、トリプトファン)

の合計(18 AA’sの%)



西半球における大豆タンパクの品質と
生産能力



Cerrudo, Garvin-Miller, and Naeve, 2023
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Cerrudo, Garvin-Miller, and Naeve, 2023
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Cerrudo, Garvin-Miller, and Naeve, 2023
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2023年 アルギニン(18 AA’s の%)



より良い品質尺度：可溶性糖



2023年 ショ糖



10年平均 (2013-2022) ショ糖



2023年 概要

• 2023年は、主要な大豆生産州の大部分で深刻で慢性的な干ばつが
大豆生産に影響を与えました。

• 極めて困難な生産環境にもかかわらず、アメリカの農家は、平均して
1ヘクタール当たり3.3MT(1エーカー当たり50ブッシェル)の穀物をそ
れでも生産するでしょう。

• 作物の平均組成は2022年と非常によく似ています。

• 今年は「オイルイヤー」と考えることができるでしょう。

• 通常より乾燥した大豆は、「現状のままの」数値の増加により、１トン
当たりでタンパクも油も収量を増加させるでしょう。

• タンパクは大豆の品質や価値の指標として良いものではありません。
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